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象牙のオンライン取引監視手法

出品者及び購入者に対する象牙の売買にあたっての注意喚起

違反の疑いが確認された場合の対応方法と課題

2

ご説明内容
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①オンライン取引監視
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①象牙の取引監視

方針 補足

全形牙 出品禁止 国際希少種登録票の有無にかかわらず禁止

あらゆる象牙製品 出品禁止
印鑑、古美術品の他、アクセサリー等、製品の一部
に象牙が使用されているものも禁止

カットピース・端材 出品禁止 出品頻度や数量を問わず禁止

Yahoo!オークションでは、端材等を含む全ての象牙製品の出品を禁止としています。
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Proactive

売り場パトロール

Reactive

外部指摘に基づく対応
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①オンライン取引監視

前述のルールに違反する出品は、大きく分けて以下の２つの方法で検知・対応をしています
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積極対応
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①オンライン取引監視

外部指摘に基づく対応では、以下のような方法・体制で運用しています

ルート
• 利用者からの違反申告
• 官公庁からの違反申告
• SNSのウォッチ（炎上している投稿を端緒に違反を発見）

利用者

官公庁

SNS

お客様対応 政策企画 パトロール

指摘

指摘

連携

連携

ウォッチ

テイクダウン

積極パトロールでは捕捉し
きれない、偽装出品等の発
見・対応に活用しています
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②利用者への注意喚起
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積極対応
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②利用者への注意喚起

以下を始め、様々なタイミングでユーザー向けに注意喚起を実施しています

① 違反出品の削除時
② 違反出品が目立つとき
③ 違反出品が多いカテゴリへの出品時
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積極対応
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②利用者への注意喚起

▼違反出品の削除時通知 ▼偽装出品に関する注意喚起

▼出品時の注意喚起
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③違反疑い品への対応と課題
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積極対応
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③違反疑い品への対応と課題

大前提として、弊社の定めるガイドラインに違反していると判断できなければ、削除等の措置を強硬に行
うことはできません

• 出品者へヒアリングを行い、ルール違反有無を確認
（ヒアリングには回答義務を設けているため、回答がなされなかった場合はルール違反として措置可能）

• 専門家・有識者に種の同定等を依頼

• その他のガイドライン違反を発見し別件理由からテイクダウン（商品説明の不備等）

そのため、蓋然性が相当程度に高いといえないケースの場合には、以下のような方法によって情報を収
集したうえで、最終的な判断を下しています

非公開
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積極対応
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③違法・違反疑い品への対応③違反疑い品への対応と課題

▼課題に感じていること

• 削除対象であるか否かの判断やヒアリングには時間がかかるため、判断できたときには取引が成立してし
まっているケースがある

• 象牙製と思われる美術品や端材に対して、「マンモス牙」「水牛の角」と謳っている事例がよく見られる

• 自社内で一定程度鑑別できる知見を得たい
• 実際にマンモス牙・サイ、水牛の角材で制作されている根付等がどの程度の数量あるのか、そ

の素材としての端材の入手難易度はどの程度なのか等、国内外における流通状況を把握し参考
としたい

非公開
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